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川
島
町
光
西
寺
の
算
額

こ
の
算
額
（
川
島
町
文
化
財
）
は
川
島
町
下
小
見
野
の
光
西
寺
観
音
堂
に
明
治
二
十
五
年
に
掲
額
さ
れ
た
も
の
で
、

冒
頭
に
「
奉
掲
算
術
問
答
」
と
あ
り
、
後
文
に
は
「
明
治
二
十
五
年
二
月
吉
日

関
流
算
術
学
士

小
堤
幾
蔵
門
人

武
陽
比
企
郡
小
見
野
村
住
人

大
谷
織
造
撰

小
堤
幾
蔵
閲
」
と
あ
る
。
ま
た
社
中
と
し
て
十
一
名
、
客
席
に
小

堤
幾
造
の
門
人
と
し
て
五
名
の
名
が
見
え
る
。
大
谷
織
造
は
小
堤
幾
蔵
の
門
人
で
、
小
堤
は
明
治
十
年
に
東
松
山
市

の
世
明
寿
寺
に
算
額
を
奉
額
し
て
い
る
。

問
題
は
二
問
あ
り
、
問
文
・
答
文
・
解
文
、
及
び
術
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
解
文
ま
で
あ
る
算
額
は
珍
し
い
。
風

化
に
よ
り
特
に
計
算
方
法
な
ど
は
読
め
な
い
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
文
献(

１)

が
全
文
と
解
答
方
法
を
示
し

て
い
る
。

一
問
目
は
図
の
よ
う
に
円
と
正
方
形
を
配

置
し
、
外
円
と
大
円
を
与
え
た
時
に
小
円
の

大
き
さ
を
問
う
も
の
（
術
文
と
そ
の
解
釈
を

下
に
示
す
）。
二
問
目
は
図
の
よ
う
に
円
と
三

角
形
を
配
置
し
、
甲
乙
丙
の
円
を
与
え
た
時

に
全
円
の
大
き
さ
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
共

に
初
歩
的
問
題
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
算
額
の
裏
面
に
も
同
じ
問
題
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
問
題
の
順
番

は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
中
十
一
名
の
名
は
あ
る
が
、
小
堤
幾
造
の
門
人
五

名
の
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
下
書
き
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

参
考
文
献

(

１)

川
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
資
料

（
『
北
武
蔵
の
和
算
家
』
よ
り
抜
粋
）

光西寺算額（裏・部分）

（川島町教育委員会所蔵、二次使用禁止）

（
一
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文
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＝＝
大外

小＝

従って、大小外＝

られる。

のよう得これはもっと簡単に次

大外外外
小＝

から得られる。

で解文文は以下のようなもの術

･･･
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